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小　

林　

賴　

子

は
じ
め
に

「
絵
画
通
の
人
々
は
、
い
か
な
る
気
ま
ぐ
れ
の
せ
い
で
目
を
く
ら

ま
さ
れ
、
か
つ
て
、
パ
ウ
リ
ュ
ス
・
ポ
ッ
テ
ル
の
絵
画
を
あ
り
き

た
り
と
見
な
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
彼
ら
は
当
時
し

っ
か
り
と
見
分
け
て
い
た
、
見
る
目
が
な
い
の
は
、
彼
の
芸
術
を

称
賛
す
る
今
の
我
々
の
方
な
の
か
。
読
者
は
ど
う
お
考
え
に
な
る

だ
ろ
う
か
？
」1

画
家
列
伝
、『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
男
女
の
画
家
の
大
劇
場
』
に
お
い

て
、
著
者
の
ア
ル
ノ
ル
ト
・
ハ
ウ
ブ
ラ
ー
ケ
ン
（
一
六
六
〇
―
一
七
一
九
）

は
、
動
物
画
あ
る
い
は
動
物
の
い
る
風
景
画
で
知
ら
れ
る
画
家
、
パ
ウ
リ

ュ
ス
・
ポ
ッ
テ
ル
（
一
六
二

五
―
一
六
五
四
）（
挿
図
１
）

の
項
を
こ
ん
な
言
葉
で
結

ん
で
い
る
。
時
の
流
れ
の

中
で
揺
ら
ぐ
画
家
へ
の
評

価
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
彼
は
、

ポ
ッ
テ
ル
に
対
す
る
評
価

の
見
直
し
を
訴
え
る
一
方
で
、

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
に
関
し
て
は
、

名
前
を
言
及
す
る
に
と
ど
め
、

結
果
的
に
、「
忘
れ
ら
れ
た

画
家
」
な
る
神
話
の
そ
も
そ

も
の
発
端
を
作
っ
て
し
ま
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っ
た
。2

歴
史
の
荒
波
は
、
一
人
の
画
家
と
そ
の
作
品
に
注
が
れ
る
目
を

か
く
ま
で
不
安
定
に
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？

本
稿
の
狙
い
は
、
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
は
ラ
イ
デ
ン
の
画
家
、
ヘ
リ
ッ

ト
・
ダ
ウ
（
一
六
一
三
―
一
六
七
五
）

―
ダ
ウ
の
名
は
ヘ
ー
ラ
ル
ト
と

も
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
土
着
の
呼
称
、
ヘ
リ
ッ
ト
を

用
い
る

―
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
そ
の
問
い
へ
の
答
え
を
模

索
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ダ
ウ
は
、
日
本
で
は
、
た
い
て
い
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

の
弟
子
と
し
て
言
及
さ
れ
る
が
、
往
時
は
、
微
細
で
丁
寧
な
タ
ッ
チ
の
風

俗
画
家
と
し
て
、
と
き
に
師
を
超
え
る
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た

（
挿
図
２
）。
実
際
、
彼
の
作
品
は
、
目
を
凝
ら
し
て
観
察
し
た
く
な
る
よ

う
な
極
小
の
細
部
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
見
る
者
は
、
そ
の
超
絶
技
巧
を
前

に
、
思
わ
ず
息
を
の
む
。
し
か
し
、
生
前
か
ら
今
日
に
至
る
四
百
年
弱
の

間
に
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な

評
価
の
上
昇
・
下
降
・
回
復
が
あ
っ
た
。
本
稿
の
問
い
を
検
証
す
る
の
に
、

ダ
ウ
ほ
ど
う
っ
て
つ
け
の
画
家
は
な
か
ろ
う
。

ダ
ウ
の
生
涯

ダ
ウ
は
、
一
六
一
三
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
古
都
、
ラ
イ
デ
ン
に
生
ま
れ
た
。

ま
ず
は
父
と
同
じ
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
絵
師
と
し
て
身
を
立
て
る
べ
く
修
業

を
し
、
同
業
者
組
合
に
加
入
を
果
た
し
た
。3

し
か
し
、
突
出
し
た
画
才

は
か
く
れ
も
な
く
、
一
六
二
八
年
、
同
市
で
活
躍
中
だ
っ
た
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
ン
（
一
六
〇
六
―
一
六
六
九
）
に
預
け
ら
れ
、
画
家

と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
師
は
一
六
三
二
年
頃
に
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
へ
活
動
拠
点
を
移
し
て
し
ま
う
が
、
ダ
ウ
は
、
以
降
も
、
生
涯
に

わ
た
り
ラ
イ
デ
ン
に
と
ど
ま
り
続
け
、
活
動
し
た
。
そ
の
間
、
当
初
こ

そ
師
を
彷
彿
さ
せ
る
主
題
と
様
式
で
制
作
に
励
ん
で
い
た
が
（
挿
図
３
）、

次
第
に
独
自
の
画
境
を
探
り
当
て
て
い
っ
た
。
一
六
四
〇
年
代
半
ば
に
は

肖
像
画
制
作
を
や
め
、
隠
者
や
学
者
像
、
市
民
の
日
常
の
暮
ら
し
の
描
写

に
集
中
し
始
め
、
同
時
に
、
緻
密
な
筆
遣
い
と
迫
真
の
質
感
表
現
、
エ
ナ

メ
ル
の
よ
う
に
艶
や
か
で
滑
ら
か
な
表
面
処
理
に
磨
き
を
か
け
て
い
っ
た 挿図2
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（
挿
図
２
）。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
ダ
ウ
は
、
そ
の
効
果
の
よ
り
一

層
の
完
璧
さ
を
目
指
し
て
、
画
室
に
入
っ
て
か
ら
埃
が
静
ま
る
ま
で
制
作

に
取
り
か
か
ら
な
か
っ
た
。
彩
色
面
が
埃
で
不
均
質
に
な
る
の
を
嫌
っ
た

か
ら
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
。
通
常
は
弟
子
の
仕
事
で
あ
る
顔
料
の

準
備
も
自
ら
手
掛
け
た
、
筆
も
自
分
で
つ
く
っ
た
、
指
先
の
爪
ほ
ど
の
大

き
さ
し
か
な
い
箒
の
先
の
描
写
に
さ
え
五
日
間
を
費
や
し
た
、
描
く
際
に

は
拡
大
鏡
を
利
用
し
た
、
と
も
伝
え
ら
れ
る
。4

多
分
に
誇
張
も
含
ま
れ

て
い
よ
う
が
、
ダ
ウ
が
己
の
目
指
す
完
成
度
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
る
画
家

だ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
逸
話
で
あ
る
。

生
前
の
ダ
ウ
の
評
価

ダ
ウ
の
作
品
は
、
コ
レ
ク
タ
ー
や
愛
好
家
の
強
い
関
心
を
集
め
、
破
格

の
画
料
で
買
い
取
ら
れ
た
。

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
一
六
四
一
年
の
聖
ル
カ
の
祝
日
に
、
ラ
イ
デ

ン
の
画
家
で
美
術
理
論
家
で
も
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
ン
ゲ
ル
（
一

六
一
八
―
一
六
六
四
）
が
行
っ
た
講
演
で
あ
る
。
同
市
の
画
家
た
ち
に
よ

る
画
家
組
合
設
立
運
動
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
そ
の
講
演
の
な
か
で
、

彼
は
ダ
ウ
を
ど
ん
な
に
称
賛
し
て
も
し
き
れ
な
い
画
家
と
絶
賛
し
、
ダ
ウ

の
仕
事
に
倣
う
よ
う
、
促
し
た
。5

聴
衆
が
仲
間
の
画
家
た
ち
や
絵
画
愛

好
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ラ
イ
デ
ン
を
代
表
す
る
画
家
は
ダ
ウ

だ
、
と
い
う
共
通
認
識
が
彼
ら
に
あ
っ
て
こ
そ
の
発
言
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
ア
ン
ゲ
ル
の
こ
の
慫
慂
の
効
果
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
後
、
ダ
ウ
の
弟

子
と
な
る
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
ミ
ー
リ
ス(

一
六
三
五
―
一
六
八
一)

を
は
じ
め
と
し
て
、
彼
の
様
式
に
倣
う
者
が
続
出
し
た
。
彼
ら
は
、
十
九

世
紀
に
は
、
ラ
イ
デ
ン
の
細
密
な
筆
遣
い
の
画
家
た
ちfijn schilders

と

呼
ば
れ
、
ダ
ウ
は
そ
の
創
始
者
と
見
な
さ
れ
た
。6

ダ
ウ
に
対
す
る
高
い
評
価
は
、
駐
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の

ピ
ー
テ
ル
・
ス
ピ
ー
リ
ン
グ
（
一
五
九
四
／
九
七
頃
―
一
六
五
二
）
が
ダ

ウ
作
品
の
優
先
買
付
権
を
獲
得
す
る
た
め
だ
け
に
年
間
五
百
ギ
ル
ダ
ー
を

支
払
う
契
約
を
し
た
こ
と
に
も
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
前
出
の
ア
ン

ゲ
ル
の
講
演
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
の
契
約
は
、
お
そ
ら
く
一
六
三

四
年
頃
に
始
ま
り
、
ピ
ー
テ
ル
が
亡
く
な
る
ま
で
続
い
た
と
推
測
さ
れ挿図3
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る
。7

し
た
が
っ
て
、
こ
の
契
約
料
だ
け
で
、
ダ
ウ
の
懐
に
は
九
千
五
百

ギ
ル
ダ
ー
前
後
が
転
が
り
込
ん
だ
計
算
に
な
る
。
そ
の
上
、
ピ
ー
テ
ル
は

十
三
点
の
ダ
ウ
作
品
を
所
蔵
し
て
い
た
か
ら
、
一
点
の
価
格
を
仮
に
六
百

〜
千
ギ
ル
ダ
ー
と
見
積
も
る
と
、8

ス
ピ
ー
リ
ン
グ
は
、
上
記
の
契
約
料

と
合
わ
せ
て
、
総
額
一
万
七
千
三
百
〜
二
万
二
千
五
百
ギ
ル
ダ
ー
を
ダ
ウ

に
支
払
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
年
に
換
算
す
る
と
九
百
十
〜
千
二
百
ギ
ル

ダ
ー
弱
。
単
純
労
働
者
の
日
給
が
一
ギ
ル
ダ
ー
ほ
ど
だ
っ
た
当
時
、
ダ
ウ

の
時
給
は
六
ギ
ル
ダ
ー
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い
。

9

こ
う
し
た
ダ
ウ
の
画
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
、
後
進
画
家
た

ち
の
垂
涎
の
的
と
な
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
目
指
す
べ
き
「
ビ
ジ
ネ
ス
・

モ
デ
ル
」
の
一
つ
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
で
は

す
さ
ま
じ
い
点
数
の
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
た
。10

画
家
た
ち
は
、
互
い

に
し
の
ぎ
を
削
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
ど
こ
に
市
場
の
関

心
が
集
ま
っ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
売
り
出
し
戦
略
を
と
れ
ば
い
い
の

か
、
き
わ
め
て
敏
感
に
観
察
し
て
い
た
に
違
い
な
い
の
だ
。

実
は
、
ダ
ウ
は
、
上
記
の
「
あ
り
得
な
い
話
で
は
な
い
」
と
い
う
推
測

の
も
と
に
な
っ
た
額
を
は
る
か
に
超
え
る
画
料
を
受
け
て
も
い
た
。
イ
ギ

リ
ス
の
市
民
革
命
下
で
ド
イ
ツ
に
亡
命
中
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
国
王
チ
ャ
ー

ル
ズ
Ⅱ
世
が
、
一
六
六
〇
年
、
王
政
復
古
で
帰
国
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、

オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
七
州
の
う
ち
最
も
富
裕
な
ホ
ラ
ン
ト
州
が
、
彼
の
復
位

を
祝
い
、
イ
タ
リ
ア
絵
画
二
十
四
点
と
と
も
に
、
ダ
ウ
作
品
二
点
を
含
む

四
点
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
を
彼
に
贈
呈
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ダ
ッ
チ
・
ギ
フ
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
豪
華
き
わ
ま
り
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
が
、11

贈
ら
れ
た

ダ
ウ
作
品
の
う
ち
の
一
点
、《
若
き
母
》（
挿
図
４
）
の
買
い
取
り
価
格
は
、

何
と
、
四
千
ギ
ル
ダ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
二
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
が
、
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
が
大
作
、《
夜
警
》
を
描
い
て
受
け
取
っ
た
額
が
二
千
ギ
ル
ダ

ー
弱
。
単
純
に
二
作
品
の
サ
イ
ズ
を
計
算
す
る
と
、
ダ
ウ
の
《
若
き
母
》

は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
《
夜
警
》
の
四
十
分
の
一
の
大
き
さ
に
な
る
。
質
の

問
題
は
度
外
視
し
て
の
話
だ
が
、
ダ
ウ
に
支
払
わ
れ
た
画
料
が
い
か
に
破

格
で
あ
っ
た
か
、
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。《
若
き
母
》
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
オ
ラ
ン
ダ
風
俗
画
へ
の
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
ほ
ど
歓
迎

さ
れ
た
。12

実
際
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
Ⅱ
世
は
、
ダ
ウ
に
宮
廷
画
家
の
地
位
を

提
案
し
た
、
と
言
わ
れ
る
。13

挿図4
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴
顕
の
士
と
し
て
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
Ⅱ
世
の
ほ
か
に
も
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム(

在
位
一
六
四
七

―
一
六
五
六)
が
一
六
五
〇
年
頃
か
ら
数
年
に
わ
た
り
複
数
点
の
ダ
ウ
作

品
を
購
入
し
た
こ
と
が
記
録
で
た
ど
れ
る
。
ダ
ウ
の
死
後
に
な
る
が
、
ト

ス
カ
ー
ナ
大
公
コ
ジ
モ
Ⅲ
世
（
在
位
一
六
七
〇
―
一
七
二
三
）
も
、
彼
の

作
品
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
数
点
を
入
手
し
た
。

と
は
い
え
、
ダ
ウ
の
画
家
と
し
て
の
日
常
の
活
動
を
よ
り
強
力
に
支
え

た
の
は
ラ
イ
デ
ン
市
の
絵
画
愛
好
家
た
ち
だ
っ
た
。
そ
の
一
人
で
、
一
六

五
二
年
以
降
に
ダ
ウ
作
品
を
頻
繁
に
購
入
し
て
い
た
門
閥
市
民
の
ヨ
ー
ハ

ン
・
デ
・
ビ
は
、
一
六
六
五
年
、
市
内
の
目
抜
き
通
り
の
ブ
レ
ー
ス
ト
ラ

ー
ト
近
く
に
あ
っ
た
静
物
画
家
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ハ
ノ
ッ
ト
（
一
六
三
三
―

一
六
八
四
）
の
家
の
一
部
屋
を
借
り
て
、
自
ら
が
所
蔵
す
る
ダ
ウ
作
品
二

十
七
点
（
あ
る
い
は
二
十
九
点
）
の
展
示
会
を
開
催
し
た
。14

貧
者
へ
の

喜
捨
を
条
件
に
誰
で
も
が
鑑
賞
で
き
る
ダ
ウ
作
品
の
ワ
ン
・
マ
ン
・
シ
ョ

ウ
だ
が
、
関
心
の
あ
る
者
に
は
譲
渡
も
す
る
と
い
う
触
れ
込
み
だ
っ
た
か

ら
、
販
売
会
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

画
商
た
ち
の
目
も
ダ
ウ
に
注
が
れ
た
。
一
六
五
七
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
画
商
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
レ
ニ
ア
ル
ム
（
一
六
〇
〇
頃
―
一
六
五
七
）
が

亡
く
な
り
、
六
百
点
余
の
絵
画
を
含
む
財
産
目
録
が
評
価
額
付
き
で
作
成

さ
れ
る
が
、
ダ
ウ
作
品
の
一
つ
は
、
最
高
額
、
千
五
百
ギ
ル
ダ
ー
の
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
作
品
に
次
ぐ
値
、
六
百
ギ
ル
ダ
ー
と
評
価
さ
れ
た
。15
《
若
き

母
》
の
四
千
ギ
ル
ダ
ー
に
比
べ
る
と
小
額
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ュ
ー

ベ
ン
ス
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
と
い
っ
た
錚
々
た
る
に
巨
匠
た
ち
の
作
品
の

評
価
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
、
ダ
ウ
作
品
に
小
品
が
多
か
っ
た
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
ダ
ウ
作
品
が
画
商
の
間
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
理
解
で
き
よ
う
。

最
後
に
、
同
時
代
の
美
術
家
列
伝
、
コ
ル
ネ
ー
リ
ス
・
デ
・
ビ
の
『
高

貴
で
自
由
な
絵
画
の
黄
金
の
カ
ビ
ネ
ッ
ト
』（
一
六
六
一
）
に
お
け
る
言
及

に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
著
作
中
で
、
ダ
ウ
作
品
は
「
繊
細
な
筆
遣
い

が
効
果
的
な
」「
心
地
の
よ
い
絵
」
と
し
て
記
述
さ
れ
、「
理
性
の
す
べ
て

の
暗
さ
を
解
消
し
、
人
間
の
精
神
を
星
よ
り
も
高
み
へ
と
い
ざ
な
う
。
目

は
そ
の
芸
術
を
名
高
き
価
値
あ
る
も
の
と
仰
ぎ
、
自
然
さ
え
そ
の
徳
の
力

に
自
ら
を
深
く
恥
じ
る
ほ
ど
だ
」
と
、
称
賛
さ
れ
た
。16

高
ま
る
没
後
の
ダ
ウ
の
評
価

一
六
七
五
年
、
ダ
ウ
は
六
十
三
歳
で
生
涯
を
終
え
た
。
し
か
し
、
彼
の

作
品
の
人
気
は
そ
の
後
も
一
世
紀
以
上
に
わ
た
り
衰
え
を
知
ら
な
か
っ

た
。
実
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
美
術
市
場
は
、
一
六
七
〇
年
あ
た
り
か
ら
、
新

作
絵
画
の
供
給
過
剰
、
大
量
の
中
古
絵
画
―
い
ず
れ
か
の
所
蔵
を
経
て

手
放
さ
れ
た
作
品
―
の
市
場
へ
の
還
流
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
侵
攻
（
一
六

七
二
年
）
が
引
き
起
こ
し
た
経
済
危
機
と
そ
れ
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
な

ど
、
相
次
ぐ
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
見
舞
わ
れ
、
十
七
世
紀
始
ま
っ
て
以
来
の

急
速
な
後
退
局
面
に
喘
ぎ
始
め
て
い
た
。
ダ
ウ
の
愛
好
家
で
あ
る
富
裕
層

は
、
そ
れ
で
も
な
お
、
ダ
ウ
か
ら
関
心
を
逸
ら
さ
ず
、
大
枚
の
支
出
を
や

め
な
か
っ
た
。17

外
国
の
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
の
ダ
ウ
熱
も
高
ま
る
一
方
だ
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っ
た
。

そ
の
状
況
は
、
ダ
ウ
の
弟
子
、
カ
ー
レ
ル
・
デ
・
モ
ー
ル
（
一
六
五
五
―

一
七
三
八
）
が
享
受
し
た
庇
護
か
ら
端
的
に
窺
え
る
。
師
の
作
品
の
巧
み

な
コ
ピ
ー
に
長
け
た
画
家
で
、
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
は
、
彼
の
作
品
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
模
倣
の
才
に
も
注
目
し
た
。
例
え
ば
、
十
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ

の
某
伝
記
作
家
は
、
有
名
コ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
ラ
イ
デ
ン
市
長
、
ヨ
ー

ハ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
マ
ル
ク
（
一
七
〇
七
―
一
七
七
二
）
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
一
七
七
三
年
に
売
り
に
出
た
際
、
ヨ
ー
ハ
ン
所
蔵
の
十
一
点
の

デ
・
モ
ー
ル
作
品
の
う
ち
で
最
も
美
し
い
の
は
「
手
紙
を
届
け
に
来
た
老

い
た
取
り
持
ち
女
と
若
い
女
」
だ
、
そ
れ
は
「
彼
が
制
作
し
た
最
良
の
カ

ビ
ネ
ッ
ト
画
」
で
、「
若
い
女
は
﹇
フ
ラ
ン
ス
・
﹈
フ
ァ
ン
・
ミ
ー
リ
ス
を
、

老
女
は
ダ
ウ
の
様
式
を
想
起
さ
せ
る
」
と
記
し
た
。18

ダ
ウ
、
そ
し
て
ダ

ウ
の
様
式
を
さ
ら
に
繊
細
化
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
ミ
ー
リ
ス
に
似

て
い
る
こ
と
が
、
重
要
な
評
価
の
基
準
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

ダ
ウ
に
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
男
女
の
画
家
の
大

劇
場
』（
一
七
一
八
―
一
七
二
一
）
で
も
オ
マ
ー
ジ
ュ
が
捧
げ
ら
れ
た
。
画

家
で
も
あ
っ
た
著
者
の
ハ
ウ
ブ
ラ
ー
ケ
ン
は
、
画
家
列
伝
の
著
者
の
例
に

漏
れ
ず
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
由
来
の
古
典
主
義
の
美
術
理
論
を
信
奉

し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
ダ
ウ
が
、
美
術
理
論
で
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
物

語
画
を
制
作
し
な
か
っ
た
こ
と
に
落
胆
の
念
を
隠
さ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

「
彼
の
芸
術
は
、
そ
の
制
作
者
の
知
性
を
祝
福
す
る
。
か
く
ま
で
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
た
芸
術
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
高
い
価
格
で
有
名
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
こ
ぞ
っ
て
彼
の
作
品
を
買
い
求
め
る
の
だ
」、「
確
か
な
の
は
、

彼
が
、
仕
事
を
通
じ
て
、
世
界
の
驚
異
と
な
り
、
す
べ
て
の
芸
術
家
に
よ

っ
て
、
な
か
で
も
細
密
画
法
で
描
く
当
時
の
画
家
す
べ
て
に
よ
っ
て
称
賛

さ
れ
た
こ
と
だ
」
と
手
放
し
で
賛
辞
を
書
き
連
ね
て
い
る
。19

十
八
、
十
九
世
紀
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
評
価
額
・
落
札
価
格
も

大
い
に
参
考
に
な
る
。
一
七
一
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
国
王
（
在
位
一
六
七
二

―
一
七
〇
二
）
で
オ
ラ
ン
ダ
総
督
（
在
位
一
六
八
九
―
一
七
〇
二
）
で
も

あ
っ
た
ウ
ィ
レ
ム
Ⅲ
世
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
売
り
出
さ
れ
、
小
品
の
《
学

校
教
師
》（27

x 14.5cm

）
が
千
三
十
ギ
ル
ダ
ー
で
落
札
さ
れ
た
。《
若
い

母
》（73.5

x 55.5cm

）（
挿
図
４
）
の
方
は
、
一
万
六
千
ギ
ル
ダ
ー
ほ
ど

の
高
値
が
付
い
た
も
の
の
、
結
局
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
出
品
は
中
止
と
な
っ

た
。20

ち
な
み
に
後
者
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
一
六
六
〇
年
の
ダ

ッ
チ
・
ギ
フ
ト
中
の
一
つ
と
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
い
た
作
品
で
あ

る
。ヘ

リ
ッ
ト
・
フ
ー
ト
と
テ
ル
ウ
ェ
ス
テ
ン
が
ま
と
め
た
オ
ラ
ン
ダ
に
お

け
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
記
録
（
一
六
八
四
―
一
七
六
八
）
か
ら
も
、
目
立

っ
て
高
額
で
落
札
さ
れ
た
ダ
ウ
作
品
を
幾
つ
か
拾
っ
て
お
こ
う
。
一
七
〇

一
年
に
は
一
点
が
四
千
二
十
五
ギ
ル
ダ
ー
、
一
七
一
九
年
に
は
二
点
で
六

千
ギ
ル
ダ
ー
、
一
七
五
七
年
に
は
二
点
が
そ
れ
ぞ
れ
二
千
五
百
ギ
ル
ダ
ー

と
二
千
二
百
二
十
五
ギ
ル
ダ
ー
、
一
七
六
六
年
に
は
二
点
が
各
五
千
ギ
ル

ダ
ー
と
七
千
百
五
十
ギ
ル
ダ
ー
、
同
年
の
別
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
一
点
が

四
千
ギ
ル
ダ
ー
で
落
札
さ
れ
た
の
が
目
を
惹
く
。
ち
な
み
に
、
右
記
の
一

七
〇
一
年
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
（
一
六

三
二
―
一
六
七
五
）
の
《
天
秤
を
持
つ
女
》、《
牛
乳
を
注
ぐ
女
》
が
そ
れ
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ぞ
れ
百
十
三
ギ
ル
ダ
ー
、
三
百
二
十
ギ
ル
ダ
ー
の
値
を
付
け
た
。
二
作
品

と
も
、
そ
れ
自
体
、
決
し
て
低
い
価
格
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

ダ
ウ
作
品
と
比
べ
る
と
、
落
札
価
格
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
。21

ダ
ウ
も

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
も
比
較
的
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
作
品
を
描
い
て
い
た
か
ら
、

両
者
の
価
格
の
開
き
に
は
驚
く
ほ
か
な
い
。
一
方
、
一
七
六
六
年
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
四
千
ギ
ル
ダ
ー
の
値
が
つ
い
た
作
品
、《
夜
の
学
校
》（
挿
図

５
）
は
、
そ
の
後
、
一
八
〇
八
年
に
一
万
七
千
五
百
ギ
ル
ダ
ー
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
の
所
蔵
と
な
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
。22

長
ら
く
ハ
ー
グ
の
マ
ウ
リ
ッ
ツ
ハ
イ
ス
美
術
館
の
館
長
を
務
め
た
（
在

位
一
九
〇
九
―
一
九
四
五
）
ウ
ィ
レ
ム
・
マ
ル
テ
ィ
ン
は
、
ダ
ウ
の
最
も

早
い
モ
ノ
グ
ラ
フ
（
一
九
〇
一
年
刊
行
）
を
著
し
た
研
究
者
だ
が
、
そ
の

著
書
の
中
で
、
ダ
ウ
の
同
一
作
品
の
価
格
が
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に

か
け
て
変
化
す
る
例
を
幾
つ
か
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
個
人
が
所
蔵
し
て
い
た
《
修
道
僧
》
は
一
七
六
二
年
に
六
百
五
十

五
ギ
ル
ダ
ー
、
一
八
一
〇
年
に
千
三
百
十
ギ
ル
ダ
ー
、
一
八
三
六
年
に
三

千
四
百
六
十
九
ギ
ル
ダ
ー
余
と
五
倍
強
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
当
時
カ
ー
ル

ス
ル
ー
へ
に
あ
っ
た
小
品
は
、
一
七
〇
六
年
に
七
百
七
十
ギ
ル
ダ
ー
だ
っ

た
の
が
、
六
十
二
年
後
の
一
七
六
八
年
に
は
九
倍
弱
の
六
千
六
百
二
十
ギ

ル
ダ
ー
に
高
騰
し
た
。23

す
さ
ま
じ
い
勢
い
の
落
札
価
格
の
上
昇
で
あ
る
。

画
商
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
絵
画
取
引
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た
十
八
世

紀
以
降
は
、
画
家
・
作
品
の
評
価
は
、
価
格
と
い
う
現
実
的
な
物
差
し
に

最
も
端
的
に
反
映
し
た
。24

コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
が
ダ
ウ
作
品
の
入
手
に
大

枚
を
投
ず
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

落
ち
込
む
ダ
ウ
の
評
価

ダ
ウ
作
品
の
こ
う
し
た
さ
し
も
の
高
値
も
、
し
か
し
、
時
の
経
過
と
と

も
に
陰
り
を
見
せ
始
め
た
。

そ
の
兆
し
は
、
ダ
ウ
作
品
が
な
お
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
た
十
八
世
紀

末
に
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
一
七
八
一
年
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
肖
像
画
家
、

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
（
一
七
二
三
―
一
七
九
二
）
が
ダ
ウ
の
作
品

を
実
に
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
年
、
彼
は
フ
ラ
ン
ド
ル
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
西
部
地
区
を
旅
し
た
。
没
後
の
一
七
九
七
年
、
そ
の挿図5
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旅
の
途
次
で
鑑
賞
し
た
作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト
集
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
も
と
で
目
に
し
た
ダ
ウ

の
《
い
か
さ
ま
師
》（
挿
図
６
）
に
言
及
し
た
個
所
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

ダ
ウ
最
大
の
魅
力
と
も
い
え
る
完
成
度
の
高
い
仕
上
が
り
に
対
す
る
手
短

な
感
想
を
除
け
ば
、「
こ
の
作
品
に
は
際
立
っ
た
と
こ
ろ
が
な
い
」、「
ユ

ー
モ
ア
の
か
け
ら
も
な
い
」、「
唯
一
、
際
立
つ
の
は
子
供
の
尻
を
拭
く
女

く
ら
い
の
も
の
だ
が
、
誰
も
が
省
い
て
し
ま
い
た
く
な
る
よ
う
な
汚
な
い

細
部
だ
」
と
、
何
と
も
手
厳
し
い
批
評
と
な
っ
て
い
る
。25

イ
ギ
リ
ス
の

ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
長
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
古
典
主
義
美
術
理
論
の
信
奉
者

だ
っ
た
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
と
っ
て
、
画
面
右
下
の
「
子
供
の
尻
を
拭
く
」
リ

ア
ル
な
描
写
は
、
際
立
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
嫌
悪
す
べ
き
も
の
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
を
見
学
し
た
後
に
記

し
た
次
の
言
葉
に
こ
の
低
評
価
へ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

「
思
っ
た
よ
り
つ
ま
ら
な
か
っ
た
。
…
迫
真
性
だ
け
が
観
賞
し
た

作
品
の
長
所
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
派
の
作
品
は
見
た
目
に
訴
え
か

け
て
く
る
だ
け
だ
…
一
つ
の
感
覚
の
み
を
狙
い
と
し
て
も
他
の
感

覚
に
訴
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
…
絵
画
の
技
を
学
ぶ
な
ら
オ
ラ
ン
ダ

の
学
校
が
よ
か
ろ
う
が
、
よ
り
高
度
の
知
見
を
得
た
け
れ
ば
イ
タ

リ
ア
に
行
く
ほ
か
は
な
い
。」

レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
ダ
ウ
作
品
の
エ
ナ
メ
ル
の
よ
う
な
仕
上
が
り
は
、
確
か

に
完
成
度
は
高
い
が
、
視
覚
的
に
対
象
を
再
現
し
た
に
過
ぎ
ず
、
高
度
の

知
見
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
る
際
立
っ
た
と
こ
ろ
に
欠
け
る
と
い
う
の

だ
。26ダ

ウ
の
評
価
を
め
ぐ
る
決
定
的
な
負
へ
の
転
換
は
、
そ
れ
か
ら
半
世
紀

余
り
後
、
美
術
評
論
を
手
掛
け
始
め
て
間
も
な
い
ウ
ィ
リ
ア
ム
＝
ビ
ュ
ル

ガ
ー(

一
八
〇
七
―
一
八
六
九)

か
ら
始
ま
っ
た
。27

本
名
テ
オ
フ
ィ
ル
・

ト
レ
な
る
こ
の
社
会
主
義
者
に
し
て
美
術
評
論
家
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
一

八
五
八
年
に
刊
行
し
た
『
オ
ラ
ン
ダ
の
美
術
館　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
ハ

ー
グ
』
の
中
で
、
ダ
ウ
を
師
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
比
べ
つ
つ
痛
烈
に
批
判

す
る
。
例
え
ば
、
一
七
六
六
年
に
四
千
ギ
ル
ダ
ー
だ
っ
た
《
夜
の
学
校
》

（
挿
図
５
）
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
一
八
〇
八
年
に
さ
ら
に
四
倍
強
の
一 挿図6
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万
七
千
五
百
ギ
ル
ダ
ー
で
取
引
さ
れ
た
の
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
言
っ

て
み
れ
ば
迫
真
の
器
用
な
手
品
」
の
よ
う
な
描
写
ゆ
え
の
高
い
評
価
な
の

だ
ろ
う
が
、
自
分
は
そ
ん
な
小
手
先
の
芸
に
夢
中
に
な
れ
な
い
、
と
書
き
、

ダ
ウ
作
品
に
大
枚
を
投
じ
る
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
を
一
蹴
す
る
。「
ヘ
リ
ッ

ト
・
ダ
ウ
は
、
師
﹇
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
﹈
が
創
造
的
空
想
力
の
ま
ま
に
成
し

遂
げ
た
も
の
を
同
じ
よ
う
に
身
に
着
け
よ
う
と
し
て
、
き
っ
と
、
他
に
例

の
な
い
よ
う
な
入
念
さ
で
描
く
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
真
の
芸
術

は
浮
つ
い
た
関
心
と
は
無
縁
だ
。
芸
術
と
い
う
も
の
は
、
よ
り
自
発
的
な

印
象
に
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
よ
り
率
直
さ
を
帯
び
る
。
私

は
﹇
本
稿
筆
者
補
足
＝
《
夜
の
学
校
》
の
よ
う
な
ロ
ー
ソ
ク
の
光
で
は
な

く
、
自
然
の
﹈
太
陽
の
光
線
の
も
と
、
素
直
に
描
か
れ
た
頭
部
の
方
が
好

き
だ
」
と
、
ダ
ウ
作
品
を
徹
底
し
て
叩
く
。28

か
つ
て
は
超
絶
技
巧
と
し

て
ほ
め
そ
や
さ
れ
た
ダ
ウ
の
比
類
の
な
い
入
念
な
超
絶
技
法
が
、
十
九
世

紀
半
ば
の
ト
レ
の
目
に
は
、
わ
ざ
と
ら
し
く
、
率
直
さ
を
欠
い
た
も
の
と

映
っ
た
の
で
あ
る
。
ト
レ
は
、
自
ら
の
政
治
的
な
信
条
を
芸
術
に
重
ね
合

わ
せ
、
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
ま
で
の
古
典
主
義
美
術
を
否
定
し
、
新
た
に
台

頭
し
て
き
た
写
実
主
義
美
術
に
肩
入
れ
し
た
が
、
そ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
絵

画
に
関
す
る
限
り
、
一
方
で
は
、
動
き
の
あ
る
筆
触
が
魅
力
の
フ
ェ
ル
メ

ー
ル
や
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
の
「
再
発
見
」
へ
、
他
方
で
は
、
か
っ
ち
り

と
し
た
仕
上
が
り
の
ダ
ウ
様
式
の
断
罪
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
完

璧
だ
が
よ
そ
よ
そ
し
い
技
巧
よ
り
、
直
感
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
働
き
か
け
る

絵
画
、
そ
れ
が
ト
レ
の
求
め
た
絵
画
だ
っ
た
。29

こ
う
し
た
批
判
は
、
先
に
触
れ
た
ウ
ィ
レ
ム
・
マ
ル
テ
ィ
ン
に
よ
る

ダ
ウ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
も
に
じ
み
出
て
い
る
。
同
書
の
「
は
じ
め
に
」
は
、

お
よ
そ
モ
ノ
グ
ラ
フ
な
る
も
の
か
ら
予
想
し
得
な
い
、
以
下
の
よ
う
な
文

章
で
始
ま
る
。30

「
現
今
、
ラ
イ
デ
ン
の
細
密
画
派
ほ
ど
冷
や
や
か
な
目
で
見
ら
れ

て
い
る
芸
術
的
傾
向
は
な
い
。
そ
ん
な
時
代
に
、
生
涯
を
通
じ
て

こ
の
派
の
一
人
と
し
て
活
動
し
た
画
家
﹇
ダ
ウ
﹈
に
つ
い
て
著
述

を
刊
行
す
る
と
い
う
の
だ
。
ビ
ッ
ク
リ
す
る
人
も
多
か
ろ
う
。
し

か
も
、
著
者
﹇
マ
ル
テ
ィ
ン
﹈
が
、
ダ
ウ
の
作
品
を
『
口
で
は
称

賛
し
て
い
る
が
、
心
の
底
で
は
無
関
心
に
眺
め
て
い
る
』、
と
い

う
ヨ
ー
シ
ュ
ア
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
ば
り
の
文
章
で
本
書
を
書
き
始
め

て
い
る
の
だ
か
ら
、
な
お
さ
ら
だ
。」

マ
ル
テ
ィ
ン
が
、
ダ
ウ
と
い
う
画
家
と
作
品
に
な
ぜ
無
関
心
な
の
か
と
言

え
ば
、「

彼
に
は
突
出
し
た
人
間
味
や
天
賦
の
才
が
な
い
」

と
見
な
し
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、

「
以
下
﹇
の
本
書
の
記
述
﹈
の
美
的
な
観
察
に
関
し
て
、
多
く
を
期

待
し
な
い
で
ほ
し
い
。
筆
者
は
、
純
粋
に
歴
史
的
な
立
場
か
ら
主

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。」
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と
続
け
る
。
ダ
ウ
は
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
史
を
記
述
す
る
上
で
欠
か

せ
な
い
画
家
だ
か
ら
、
己
の
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
彼
を
選
び
、
彼

に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
上
梓
し
た
、
し
か
し
、
画
家
と
し
て
評
価
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
の
だ
。
い
ま
で
も
ダ
ウ
研
究
の
重
要
文
献

と
見
な
さ
れ
て
い
る
良
書
で
は
あ
る
が
、
著
者
の
マ
ル
テ
ィ
ン
が
ダ
ウ
を

眺
め
る
目
は
き
わ
め
て
覚
め
て
い
た
。

こ
の
種
の
冷
淡
さ
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ク
が
一
九

三
〇
年
前
後
〜
四
〇
年
頃
に
か
け
て
何
点
か
の
ダ
ウ
作
品
を
手
放
し
た
こ

と
で
極
ま
っ
た
と
言
え
る
。
放
出
作
品
の
な
か
に
は
、
一
六
六
七
年
の
年

記
の
あ
る
優
品
、《
身
繕
い
を
す
る
女
》（
挿
図
７
）
も
あ
れ
ば
、
レ
イ
ノ

ル
ズ
が
腐
し
た
《
い
か
さ
ま
師
》（
挿
図
６
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。31

後
者

の
放
出
年
が
一
九
三
八
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
と
り
わ
け
目
を
惹
く
。
当
時

の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、
台
頭
し
て
き
た
ナ
チ
ス
が
文
化
粛
清
を
試
み
て
い

た
。
古
典
・
古
典
主
義
・
ゲ
ル
マ
ン
的
精
神
の
称
揚
、
そ
の
範
疇
を
外
れ

る
作
品
の
徹
底
し
た
排
除
。
一
八
〇
六
年
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
に
移
管
さ
れ
て
い
た
《
い
か
さ
ま
師
》
は
、
そ
う
し
た
ナ
チ
ス

の
乱
暴
な
作
品
選
別
の
標
的
と
な
り
、
売
り
に
出
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。
政
治
が
、
古
典
主
義
を
装
っ
て
、
美
術
狩
り
を
し
た

悪
し
き
例
の
一
つ
で
あ
る
。32
《
い
か
さ
ま
師
》
は
、
一
年
後
の
一
九
三

九
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
ボ
イ
マ
ン
ス
美
術
館
の
所
蔵
と
な
り
、
そ
の
三

年
前
の
一
九
三
六
年
に
同
館
に
居
場
所
を
見
つ
け
て
い
た
《
身
繕
い
を
す

る
女
》
と
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
再
会
を
果
た
し
た
。
今
に
し
て
み
れ
ば
、
ア

ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ク
は
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
ミ
ス
を
お
か
し
、

ボ
イ
マ
ン
ス
美
術
館
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
僥
倖
を
手
に
し
た
、
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

ダ
ウ
再
評
価
の
機
運

一
九
六
〇
年
頃
、
よ
う
や
く
ダ
ウ
に
対
す
る
こ
う
し
た
不
当
と
も
思
え

る
低
い
評
価
が
再
び
上
昇
に
転
じ
始
め
た
。
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
後
に

ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
る
ヤ
ン
・
ア
ー
メ
リ
ン
グ
・

エ
メ
ン
ス
が
一
九
六
三
年
に
発
表
し
た
論
考
だ
っ
た
。
彼
は
、
今
は
失
わ

れ
、
コ
ピ
ー
で
の
み
画
様
の
伝
わ
る
ダ
ウ
の
三
連
画
、《
絵
画
修
業
の
寓 挿図7
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意
》（
挿
図
８
）
の
内
容
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
主
張
―
ハ
ウ
ブ
ラ
ー

ケ
ン
の
演
繹
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
学
問
は
、
訓
練
と
自
然
と
教
育
の
三
つ

が
そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
成
果
を
上
げ
る
、
と
い
う
見
解
―
に
関
連
す
る

と
示
唆
し
、
同
作
品
に
単
な
る
風
俗
画
を
超
え
た
深
み
が
あ
る
と
示
唆
し

た
の
だ
。
一
九
七
一
年
に
は
、《
い
か
さ
ま
師
》（
挿
図
６
）
に
も
感
覚
・

行
動
・
瞑
想
の
三
つ
の
側
面
が
寓
意
的
内
容
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。33

見
る
楽
し
み
ば
か
り
で
な
く
、
教
訓
性
を
も
潜
ま
せ
る

ダ
ウ
の
風
俗
画
。
ロ
ー
マ
の
詩
人
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
（
前
六
五
―
前
八
）

の
詩
句
、「
詩
は
絵
の
よ
う
に
」
を
逆
転
さ
せ
、「
絵
は
詩
の
よ
う
に
」
読

む
／
読
め
る
も
の
、
と
い
う
発
想
と
と
も
に
始
ま
っ
た
ダ
ウ
作
品
、
ひ
い

て
は
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
風
俗
画
の
復
権
を
告
げ
る
論
文
で
あ
っ
た
。34

寓
意
的
な
解
釈
の
可
能
性
と
絡
め
た
ダ
ウ
の
再
評
価
に
続
い
た
の
が
、

一
九
七
八
年
の
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ィ
ー
ロ
ッ
ク
（
当
時
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
学
芸
員
）
に
よ
る
ダ
ウ
見
直
し
の
要
を
説
い
た

論
文
発
表
、
一
九
八
一
年
の
オ
ッ
ト
ー
・
ナ
ウ
マ
ン
（
美
術
史
家
に
し
て

画
商
）
に
よ
る
ダ
ウ
の
弟
子
、
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
ミ
ー
リ
ス
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
刊
行
、
一
九
八
八
年
の
ヤ
ン
・
エ
ー
リ
ッ
ク
・
ス
ラ
イ
テ
ル
（
当

時
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
）
監
修
に
よ
る
展
覧
会
、『
ラ
イ
デ
ン
の
細
密

画
派
の
画
家
た
ち
』
の
開
催
だ
っ
た
。35

と
り
わ
け
最
後
に
挙
げ
た
展
覧

会
は
、
企
画
に
当
た
っ
て
の
着
眼
点
の
設
定
と
作
品
・
作
家
の
包
括
性
に

お
い
て
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
。
ダ
ウ
ば
か
り
で
な
く
、
ダ
ウ
に
始
ま

る
画
法
と
画
題
が
弟
子
や
追
随
者
た
ち
に
よ
っ
て
連
鎖
的
に
模
倣
さ
れ
、

同
時
に
、
新
た
な
局
面
を
切
り
開
い
て
い
く
様
が
、
一
七
六
〇
年
に
ま
で

挿図8



84

及
ん
で
丹
念
に
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ダ
ウ
は
、
一
人
の
画

家
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
周
り
に
及
ぼ
し
た
長
く
、
大
き
な
波
紋
の
起

点
に
位
置
す
る
と
い
う
発
想
。
そ
れ
は
、
厳
し
い
美
術
市
場
を
前
に
し
て
、

売
れ
筋
を
探
り
な
が
ら
制
作
す
る
画
家
た
ち
の
姿
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
美
術
史
記
述
の
新
た
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
も
い
た
。

こ
の
展
覧
会
の
二
年
後
、
現
在
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
付
属
美
術
館
の

学
芸
員
と
な
っ
て
い
る
ロ
ン
ニ
・
バ
ー
ル
が
ダ
ウ
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ

を
執
筆
し
た
。
そ
の
十
年
後
の
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
そ
の
バ
ー
ル
が
ウ
ィ

ー
ロ
ッ
ク
と
と
も
に
展
覧
会
、『
ヘ
リ
ッ
ト
・
ダ
ウ　

一
六
一
三
―
一
六

七
五
』
を
企
画
し
、
ダ
ウ
と
そ
の
作
品
は
、
一
世
紀
ほ
ど
続
い
た
不
評
を

完
全
に
振
り
払
い
、
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
美
術
史
上
に
占
め
る
べ
き
位
置

を
明
確
化
す
る
に
至
っ
た
。36

む
す
び

以
上
、
ご
く
か
い
摘
ん
で
概
観
し
た
が
、
ダ
ウ
に
関
す
る
限
り
、
作
品

評
価
は
、
古
典
主
義
に
与
す
る
か
、
そ
の
枠
組
み
の
外
側
に
あ
る
風
俗
画

を
認
め
る
か
、
あ
る
い
は
緻
密
な
迫
真
的
仕
上
が
り
に
目
を
見
張
る
か
、

見
る
側
の
感
性
に
訴
え
る
描
法
を
重
視
す
る
か
に
よ
り
、
揺
れ
動
い
て
き

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
信
奉
す
る
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
市
民
社
会
で
は
、

新
た
に
経
済
力
を
身
に
つ
け
た
市
民
た
ち
が
、
物
語
画
以
外
の
画
種
の
認

知
と
飛
躍
的
な
展
開
と
を
と
り
わ
け
強
力
に
後
押
し
し
た
。
物
語
画
を
最

上
位
に
置
く
古
典
主
義
の
美
術
理
論
は
、
そ
ん
な
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
も

相
変
わ
ら
ず
根
強
か
っ
た
が
、
作
品
の
様
々
な
流
通
ル
ー
ト
が
生
ま
れ
、

購
入
者
が
多
様
化
し
、
画
家
の
数
、
制
作
点
数
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る
中
、

風
俗
画
を
は
じ
め
と
し
た
新
興
の
画
種
に
腕
を
奮
う
画
家
た
ち
が
続
々
と

台
頭
し
て
き
た
。
ダ
ウ
は
、
そ
う
し
た
画
家
の
中
の
ト
ッ
プ
・
ラ
ン
ナ
ー

の
一
人
で
あ
っ
た
。
大
勢
の
画
家
が
ひ
し
め
く
な
か
、
画
家
た
ち
は
、
生

き
残
り
を
か
け
て
自
ら
の
売
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
流
行
を
探
る
必
要
に
迫

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
ダ
ウ
は
、
細
密
画
法
と
い
う
様
式
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

に
お
い
て
自
ら
を
差
別
化
し
、
特
定
の
上
客
を
味
方
に
つ
け
、
他
の
画
家

た
ち
の
一
種
の
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

ダ
ウ
が
亡
く
な
る
前
後
あ
た
り
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
市
民
の
購
買
力
が
陰

り
始
め
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
美
術
理
論
家
が
古
典
主
義
の

主
張
を
声
高
に
唱
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
風
俗
画
家
の
ダ
ウ
、
そ
の
弟
子

の
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
ミ
ー
リ
ス
の
高
い
評
判
は
相
変
わ
ら
ず
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
理
論
と
現
実
の
食
い
違
い
を
合
致
さ
せ
る
べ
く
提
唱
さ
れ
た
の

が
、
風
俗
画
を
物
語
画
に
近
づ
け
る
、
と
い
う
奥
の
手
で
あ
っ
た
。37

元

来
が
、
と
も
に
人
物
の
描
写
を
主
体
と
す
る
画
種
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
物

語
画
を
古
代
の
人
物
画
、
風
俗
画
を
現
代
の
人
物
画
と
捉
え
、
両
者
の
乖

離
を
、
設
定
さ
れ
る
場
面
や
描
か
れ
る
対
象
の
姿
―
服
装
・
姿
勢
・
仕

種
・
行
為
な
ど
―
を
上
品
に
洗
練
さ
せ
、
描
法
を
緻
密
に
丁
寧
に
す
る

こ
と
で
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
画
家
で
あ
り
美
術
理
論
家
で
あ
っ
た

ヘ
ー
ラ
ル
ト
・
デ
・
ラ
イ
レ
ッ
セ
（
一
六
一
四
―
一
七
一
一
）
が
『
大
絵

画
本
』
で
展
開
し
た
こ
の
議
論
は
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
や
が
て
古
典
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主
義
の
物
語
画
よ
り
も
繊
細
に
し
て
優
美
な
風
俗
画
が
描
か
れ
始
め
、
国

内
外
で
人
気
を
呼
ん
だ
。38

十
九
世
紀
も
半
ば
に
な
る
と
、
印
象
派
の
台
頭
と
と
も
に
、
古
典
主
義

理
論
は
徐
々
に
そ
の
有
効
性
を
失
う
が
、
そ
れ
に
伴
な
い
、
十
七
世
紀
オ

ラ
ン
ダ
絵
画
、
な
か
で
も
風
俗
画
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
ダ

ウ
と
ダ
ウ
の
追
随
者
た
ち
の
風
俗
画
は
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

皮
肉
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
彼
ら
の
作
品
の
一
番
の
特
徴
で
あ
る
緻
密
な

描
法
が
、
あ
く
ま
で
客
観
的
な
古
典
主
義
の
対
象
の
捉
え
方
、
沈
着
な
筆

遣
い
と
同
じ
く
嫌
わ
れ
た
の
だ
。
風
俗
画
を
物
語
画
に
近
づ
け
る
と
い
う
、

デ
・
ラ
イ
レ
ッ
セ
の
魔
法
の
よ
う
な
奇
策
は
十
九
世
紀
に
は
逆
の
効
果
を

生
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。

前
世
紀
も
半
ば
頃
、
十
七
世
紀
以
来
の
評
価
史
を
俯
瞰
し
、
ダ
ウ
と
ラ

イ
デ
ン
の
細
密
画
派
を
あ
ら
た
め
て
同
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
史
の
中
に

正
当
に
位
置
付
け
る
試
み
が
始
ま
っ
た
。
美
術
史
学
の
成
熟
、
収
集
さ
れ

た
関
連
情
報
の
公
開
と
客
観
化
が
進
む
と
と
も
に
、
画
家
や
作
品
を
め
ぐ

る
多
様
な
評
価
軸
の
並
立
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵

画
の
研
究
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
い
に
関
係
し
て
い
よ
う
。

そ
れ
で
も
、
人
は
、
己
の
視
線
や
価
値
観
が
捉
え
る
範
囲
で
も
の
を
見

続
け
る
。
眼
前
の
世
界
は
、
視
線
の
向
け
方
次
第
で
い
か
よ
う
に
も
変
わ

る
。
己
の
視
線
の
外
に
何
が
あ
る
の
か
。
そ
の
こ
と
を
常
に
し
っ
か
り
と

意
識
し
つ
つ
、
画
家
や
作
品
を
歴
史
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
│
ダ
ウ

作
品
の
揺
れ
る
評
価
軸
は
、「
歴
史
の
中
の
美
術
」
を
考
察
対
象
と
す
る

美
術
史
家
へ
の
大
き
な
警
鐘
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

挿
図

１　

パ
ウ
リ
ュ
ス
・
ポ
ッ
テ
ル
《
草
原
に
安
ら
う
牛
》、
一
六
四
九
、

27.5
x 36.9cm

、
国
立
美
術
館
、
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ン

２  

へ
リ
ッ
ト
・
ダ
ウ
《
玉
ね
ぎ
を
刻
む
女
》、
一
六
四
六
、28

x 16.9cm

、

王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

３  

ヘ
リ
ッ
ト
・
ダ
ウ
《
聖
書
を
読
む
老
女
》、
一
六
三
一
頃
、

71
x 55.5cm

、
国
立
美
術
館
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

４  

へ
リ
ッ
ト
・
ダ
ウ
《
若
い
母
》、
一
六
五
八
、73.5

x 55.5cm

、
マ
ウ

リ
ッ
ツ
ハ
イ
ス
美
術
館
、
ハ
ー
グ

５  

へ
リ
ッ
ト
・
ダ
ウ
《
夜
の
学
校
》、
一
六
六
五 

以
前
、53

x 40.3cm

、

国
立
美
術
館
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

６  

へ
リ
ッ
ト
・
ダ
ウ
《
い
か
さ
ま
師
》、
一
六
五
二
、112.4

x 83.4cm

、

ボ
イ
マ
ン
ス
美
術
館
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

７  

へ
リ
ッ
ト
・
ダ
ウ
《
身
づ
く
ろ
い
を
す
る
若
い
女
》、
一
六
六
七
、

75.5
x 58cm

、
ボ
イ
マ
ン
ス
美
術
館
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

８  

ウ
ィ
レ
ム
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ラ
ク
ウ
ィ
、
ヘ
リ
ッ
ト
・
ダ
ウ
に
拠
る

コ
ピ
ー
《
絵
画
修
業
の
寓
意
》、
一
七
七
〇
頃
、（
三
翼
合
わ
せ
て
）

36
x 80cm

、
国
立
美
術
館
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
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＊
本
稿
の
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
大
原
ま
ゆ

み
先
生
に
特
段
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
目
白
大
学
教
授
、
川
端
美
樹
先

生
か
ら
は
、
共
同
研
究
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
情
報
の
効
用
分
析
』
を
進
め

る
中
で
、
示
唆
に
富
ん
だ
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
調
査
に
あ
た
っ

て
は
、JSPS

科
学
研
究
費JP20K

00194

（
基
盤
研
究
Ｃ
「
テ
ル
・
ボ
ル

フ
の
父
か
ら
の
訓
戒
と
十
七
世
紀
後
半
の
オ
ラ
ン
ダ
風
俗
画
家
た
ち
」）

及
び
同JP19H

00519 (

基
盤
研
究
Ａ
「
美
術
市
場
と
そ
の
国
際
化
に
関

す
制
度
的
、
交
流
史
的
研
究
。
西
洋
か
ら
日
本
・
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
」）

の
助
成
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
と
い
た
し
ま
す
。

注 1 
A. H

oubraken, D
e G

root schouburgh der N
ederlandsche konstschilder 

en schilderessen, Am
sterdam

, 1718-21

の1753
年
版, vol. II, p.130.

2 

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
忘
却
神
話
の
概
要
と
関
連
文
献
に
つ
い
て
は
小
林
頼
子

『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
世
界
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
協
会
、
二
〇
〇
〇
、pp. 173-

204

及
び
当
該
ペ
ー
ジ
の
記
述
に
付
さ
れ
た
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3 

ダ
ウ
の
基
本
情
報
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。W

.M
artin, 

H
et leven en w

erken van G
errir D

ou, Leiden, 1901; R
. Baer et al., 

eds., G
errit D

ou (exh. cat.), M
auritshuis, den H

aag, 2000 et al.; 
同

前
書
のpp. 152–159

に
掲
出
さ
れ
た
諸
文
献
。

4 

ダ
ウ
の
描
法
に
関
し
て
は
、
彼
の
ア
ト
リ
エ
を
一
六
四
〇
年
に
訪
れ

た
ド
イ
ツ
人
画
家
で
美
術
評
論
家
の
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
が
伝
え
て
い
る
。

A
. R

. Peltzer (ed.), J. von Sandrarts Academ
ie der Bau-, Bild-, und 

M
ahlerey-Künste von 1675, M

ünchen, 1925, p. 195

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

5 

こ
の
講
演
は
翌
年
に
冊
子
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。Ph. Angel, Lof der 

schilder-konst, Leiden, 1642, p. 56.

ち
な
み
に
、
ラ
イ
デ
ン
市
の
画
家

組
合
設
立
が
市
当
局
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
の
は
よ
う
や
く
一
六
四
八
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

6 
O

. N
aum

ann, Frans van M
ieris Th

e Elder, D
oornspijk, 1981, I, 

pp. 12-13. 

7 
Angel 1942 （

注
5
）, p. 23.

8 
Peltzer 1925 （

注
4
）, p. 195.

9 
Idem

. 

ち
な
み
に
、
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
は
ダ
ウ
の
日
給
を
一
フ
レ
ミ
ッ

シ
ュ
・
ポ
ン
ド
と
記
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
六
ギ
ル
ダ
ー
に
相
当
す
る

額
で
あ
る
。

10 

十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
の
推
定
制
作
点
数
に
関
し
て
は
以
下
を
参

照
さ
れ
た
い: Ad van der W

oude, ‘Th
e Volum

e and Value of Paintings 
in H

olland at the Tim
e of the D

utch Republic’, in D
. Freedberg &

 
J. de Vries, eds., Art in H

istory. H
istory in Art. Studies in Seventeenth-

C
entury D

utch C
ulture, Santa M

onica, 1991, pp. 285-330; J. M
.

M
ontias, ‘Estim

ate of the N
um

ber of D
utch M

aster-Painters, their 
Earnings and their O

utput in 1650’, in Leidschrift 6 (1990), pp. 59-
74; W

. Li, ‘Innovative Exuberance: Fluctuation in the Painting 
Production in the 17

th C
entury N

etherlands’, in Arts 8: 2 (2019), 
72 (M

D
PI

刊
行: https://w

w
w.m

dpi.com
/2076-0752/8/2/72/htm

). 

11 

ダ
ッ
チ
・
ギ
フ
ト
全
般
に
関
し
て
はA.-M

S.Logan, Th
e ‘C

abinet’ 
of the Brothers G

erard and JanReynst, A
m

sterdam
 et al., 1979, 

pp. 75-86

に
詳
し
い
。
ダ
ウ
作
品
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
はBaer 

2000

（
注
3
）, pp. 31-32

を
参
照
さ
れ
た
い
。

12 
J. Evelyn, D

iary of John Evelyn (ed. W
. Bray), London, 1879, 

vol. II, p. 120; F. G
rijzenhout, ‘Betw

een R
eason and Sensitivity. 
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Foreign V
iew

s of D
utch Painting, 1660-1800’, in F. G

rijzenhout et 
al., eds., Th

e G
olden Age of D

utch Painting in H
istorical Perspective, 

C
am

bridge, 1999

（
オ
ラ
ン
ダ
語
原
語1992

）, p. 17.

13 

ダ
ウ
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
Ⅱ
世
の
申
し
出
を
断
っ
た
、
と
さ
れ
る
。

H
oubraken 1718-21

（
注
1
）, vol. III, pp. 32-33

を
参
照
さ
れ
た
い
。

14 
M

artin 1901 （
注
3
）, pp. 171-173.

15 

レ
ニ
ア
ル
ム
の
所
蔵
品
目
録
に
つ
い
て
は
、
フ
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
提
供
す
る
サ
イ
ト
、The M

ontias D
atabase of 17th Century D

utch 
Art Inventories

中
の
以
下
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い: Renialm

e, 
Johannes de / M

ontias D
atabase (frick.org).

六
百
ギ
ル
ダ
ー
と
評
価
さ

れ
た
ダ
ウ
作
品
、《
厨
房
の
女
》
はno. 7
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
。

16 
C

.de Bie, H
et gulden cabinet van de edel vry schilderconst., Antwerpen, 

1662, p. 277.

17 

一
六
七
二
年
の
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
侵
攻
以

降
、
オ
ラ
ン
ダ
は
深
刻
な
不
景
気
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
富
裕
層
は

さ
し
て
経
済
的
な
打
撃
を
受
け
な
か
っ
た
。C

. Lesger, ‘Vertraagde 
groei: D

e econom
ie tussen 1650 en 1730’, in W

. Frijhoff et al., eds., 
G

eschiedenis van Am
sterdam

: zelfbew
uste stadstaat 1650-1813, 

Am
sterdam

, 2005, pp.67-77 

を
参
照
さ
れ
た
い
。

18 
P. Bakker, ‘W

orking for the Elite: Th
e Leiden Fine Painters and 

the Local M
arket’, in 

小
林
頼
子
・
青
野
純
子
監
修
『
ア
ー
ト
・
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
時
代
』、
二
〇
二
〇
、
東
京 

（
私
家
版
）、pp. 79-80. 

筆

者
が
こ
こ
で
典
拠
と
し
たBakker

の
文
献
は
、
講
演
の
書
き
起
こ
し

で
あ
る
た
め
、
注
が
付
い
て
い
な
い
が
、
参
照
個
所
の
内
容
か
ら
し

て
、
以
下
の
十
八
世
紀
の
未
刊
行
書
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。Anoniem

, Lijste van schilders, die binnen Leijden gebooren zijn, 
off aldaar gew

oond en de kunst geoefend hebben, m
anuscript, G

AL., 

bibl. 254-41a, ca. 1776-1785.

19 
H

oubraken 1718-21 （
注
1
）, vol.  II, pp.  4-5.

20 
K

.  Jonckheere, ‘”W
hen the cabinet from

 H
et Loo w

as sold”: the 
auction of W

illiam
 III’s collection of paintings, 26 July 1713’, in 

Sim
iolus vol. 31 (2004-2005), pp. 201 &

 211; E. K
orthals A

ltes, 
‘T

he art tour of Friedrich of M
ecklenburg-Schw

erin’, in idem
, 

pp. 219-220.

21 
G

. H
oet, C

atalogus of naam
lijst van schilderyen, vol. 1, den H

aag, 
1752, pp. 2 and 200; idem

, C
atalogus of naam

lijst van schilderyen. 
Supplem

ent by P. Terw
esten, 1770, pp. 169, 544-545.

22 
Baer 2000 

（
注
3
）, p. 120. 

ち
な
み
に
、
十
七
、
十
八
世
紀
を
通
じ

て
ギ
ル
ダ
ー
の
貨
幣
価
値
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
。

23 
M

artin 1901 （
注
3
）, p.  158. 

24 

十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
風
俗
画
の
人
気
が
外
国
で
高
ま
っ
た
こ
と
、
そ

の
背
後
で
、
画
商
た
ち
が
価
格
の
つ
り
上
げ
に
暗
躍
し
て
い
た
こ
と
等

に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。J. Aono, C

onfronting the G
olden 

Age. Im
itation and Innovation in D

utch G
enre Painting.1680-1750 , 

pp. 25-26; 

青
野
純
子
『
変
わ
り
ゆ
く
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ー
ト
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
―
十
八
世
紀
の
中
古
絵
画
市
場
を
中
心
に
―
』、
小

林
・
青
野　

二
〇
二
〇
（
注
18
）、pp.113-132.

25 
Sir J. Reynolds, H

. M
ount (ed.), Sir Josua Reynolds. A Journey to 

Flanders and H
olland, C

am
bridge, 1996, p. 118.

26 
Idem

, pp. 107-110; G
rijzenhout 1999 （

注
12
）, pp.  18-19.

27 
ダ
ウ
に
対
す
る
評
価
の
低
下
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。

A. K
. W

heelock, ‘D
ou’s reputatie’, in Baer 2000 （

注
3
）, pp. 14-17. 

28 
W

. Bürger, M
usées de la H

ollande. Am
sterdam

 et La H
aye. Étude 

sur l ‘école H
ollandaise, Bruxelles, 1858, pp.  82-83. 
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29 

ト
レ
は
、
同
じ
著
書
（
注
28
）
の
別
の
個
所
（pp.  272-273

）
で
、
フ

ェ
ル
メ
ー
ル
を
「
こ
こ
に
素
晴
ら
し
い
画
家
が
い
る
」
と
紹
介
し
、
彼

の《
デ
ル
フ
ト
眺
望
》の
余
り
に
過
剰
な
厚
塗
り
に
難
色
を
示
し
な
が
ら
も
、

同
作
品
が
「
堂
々
た
る
作
品
で
、
な
お
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
を
よ
く
知
ら
な

い
愛
好
家
に
と
っ
て
は
驚
く
べ
き
作
品
で
あ
る
」
と
の
称
賛
を
惜
し
ま

な
い
。
ダ
ウ
の
評
価
の
低
さ
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。

30 
M

artin 1901 （
注
3
）, p.  IX

.

31 
W

heelock 2000
（
注
27
）, p. 17

及
びp.  24, note 30

を
参
照
さ
れ
た

い
。 

32 
B. Broos, ed., H

ollandse m
eesters uit Am

erika, M
auritshuis M

useum
, 

den H
aag et al.,1990-1991, pp. 218‐219. W

heelock 2000

（
注
27
）

に
は
、
放
出
が “m

inisteriëlë goedkeuring”

（
内
閣
の
承
認
）
に
よ
る

と
あ
る
。 

33 
J.  A.  Em

m
ens, ‘N

atuur, O
nderw

ijzing en O
effening: Bij een drieluik 

van G
errit D

ou’, in J. Bruyn et al., eds., Album
 D

iscipulorum
 J.  G

. van 
G

elder, U
trecht, pp. 125-136; idem

, ‘ D
e K

w
akzalver van G

erad 
D

ou’, in O
penbaar K

unstbezit 17 (1971), pp.  4a-b.　
　

34 

エ
メ
ン
ス
の
議
論
を
受
け
継
ぐ
形
で
、
当
時
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
で
教

鞭
を
と
っ
て
い
た
エ
デ
ィ
・
デ
・
ヨ
ン
グ
は
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
風
俗

画
の
寓
意
的
解
釈
を
積
極
的
に
試
み
、
一
九
七
六
年
に
は
『
教
訓
と
愉

楽
の
た
め
に
』
と
題
し
た
展
覧
会
を
企
画
し
た
。
以
下
を
参
照
さ
れ
た

い
。E. de Jongh, Tot lering en verm

aak, R
ijksm

useum
, Am

sterdam
, 

1976; 

エ
デ
ィ
・
デ
・
ヨ
ン
グ
、
小
林
頼
子
ほ
か
訳
『
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
の

イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
五
。

35 
N

aum
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